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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ハウジング（１２）と、
　前記ハウジング（１２）内に配置された第１の剃刀ブレード組立体（３４ａ）と、
　前記ハウジング（１２）内に配置された第２の剃刀ブレード組立体（３４ｂ）と、を有
し、
　前記第１及び第２の剃刀ブレード組立体（３４ａ，３４ｂ）の各々は、少なくとも部分
的に突出した刃先（５４，５６）をもつ少なくとも一の剃刀ブレード（３６，３８）を有
し、前記剃刀ブレード（３６，３８）は、前記第１及び第２の剃刀ブレード組立体（３４
ａ，３４ｂ）内に配置され、剃刀カートリッジ（１０）が概ね相反するカット方向のいず
れかに引かれたときに、毛がユーザの皮膚から切られ、
　前記剃刀カートリッジ（１０）により画定されると共に前記第１及び第２の剃刀ブレー
ド組立体（３４ａ，３４ｂ）の間に配置された少なくとも一のシェービングエイド排出口
と、
　シェービングエイドを前記シェービングエイド排出口へ導く流路を画定する手段と、
を有し、
　前記第１の剃刀ブレード組立体（３４ａ）と前記第２の剃刀ブレード組立体（３４ｂ）
との間に配置された支持部材をさらに有し、前記シェービングエイド排出口は、前記支持
部材（１８）により画定されている剃刀カートリッジ（１０）。
【請求項２】
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　前記流路を画定する手段は、前記支持部材により画定されると共に前記シェービングエ
イド排出口と連通する導管（５２）を有し、前記剃刀カートリッジ（１０）は、シェービ
ングエイドリザーバと連通するように構成され、前記リザーバからのシェービングエイド
が前記導管（５２）へ導入される、請求項１に記載の剃刀カートリッジ（１０）。
【請求項３】
　前記支持部材は、前記第１の剃刀ブレード組立体（３４ａ）と前記第２の剃刀ブレード
組立体（３４ｂ）との間に配置された流路（５０）を有し、前記シェービングエイド排出
口は、前記シェービングエイドを前記流路内へ排出するように配置されている、請求項１
に記載の剃刀カートリッジ（１０）。
【請求項４】
　前記少なくとも一のシェービングエイド排出口は、各々が面により画定された複数のシ
ェービングエイド排出口を含み、さらに、この面は前記流路（５０）を少なくとも部分的
に画定している、請求項３に記載の剃刀カートリッジ（１０）。
【請求項５】
　前記第１及び第２の剃刀ブレード組立体（３４ａ，３４ｂ）は、中立位置と後退位置と
の間で前記ハウジング（１２）に対して移動可能である、請求項１に記載の剃刀カートリ
ッジ（１０）。
【請求項６】
　前記ハウジング（１２）に連結される少なくとも一のコンフォートストリップをさらに
有する、請求項１に記載の剃刀カートリッジ（１０）。
【請求項７】
　前記少なくとも一のコンフォートストリップは、前記第１のブレード組立体（３４ａ）
に隣接して前記ハウジング（１２）に連結される第１のコンフォートストリップと、前記
第２のブレード組立体（３４ｂ）に隣接して前記ハウジングに連結される第２のコンフォ
ートストリップとを含む、請求項６に記載の剃刀カートリッジ（１０）。
【請求項８】
　前記ハウジング（１２）は、少なくとも一の排出流路（７０，７２）を画定している、
請求項１に記載の剃刀カートリッジ（１０）。
【請求項９】
　前記ハウジングは、複数の排出流路（７０，７２）を画定している、請求項８に記載の
剃刀カートリッジ（１０）。
【請求項１０】
　前記複数の排出流路（７０，７２）の第１の部分は、前記第１の剃刀ブレード組立体（
３４ａ）に隣接して配置され、前記複数の排出流路（７０，７２）の第２の部分は、前記
第２の剃刀ブレード組立体（３４ｂ）に隣接して配置されている、請求項９に記載の剃刀
カートリッジ（１０）。
【請求項１１】
　前記第１の剃刀ブレード組立体（３４ａ）は、自身に配置された、各々が少なくとも部
分的に突出した刃先をもつ少なくとも一の第１の剃刀ブレード対（３６，３８）を含み、
前記第２の剃刀ブレード組立体は、自身に配置された、各々が少なくとも部分的に突出し
た刃先（５４，５６）をもち少なくとも一の第２の剃刀ブレード対（３６，３８）を含み
、
　前記少なくとも一の第１の剃刀ブレード対（３６，３８）の前記刃先（５４，５６）は
、前記少なくとも一の第２の剃刀ブレード対（３６，３８）の前記刃先（５４，５６）の
反対側で向き合って配置されており、シェービング動作の間、前記剃刀カートリッジ（１
０）がユーザの皮膚上で概ね相反する２方向のいずれかに引かれると毛がカットされる、
請求項１に記載の剃刀カートリッジ（１０）。
【請求項１２】
　前記第１の剃刀ブレード組立体（３４ａ）は、自身に配置された、各々が少なくとも部
分的に突出した刃先をもつ少なくとも一の第１の剃刀ブレード対を含み、
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　前記第２の剃刀ブレード組立体（３４ｂ）は、自身に配置された、各々が少なくとも部
分的に突出した刃先をもつ少なくとも一の第２の剃刀ブレード対（３６，３８）を含み、
　前記少なくとも一の第１の剃刀ブレード対（３６，３８）の前記刃先（５４，５６）は
、前記少なくとも一の第２の剃刀ブレード対（３６，３８）の前記刃先（５４，５６）の
反対側の位置に異なる方向を向くように配置されており、シェービング動作中、前記剃刀
カートリッジ（１０）がユーザの皮膚上で概ね相反する２方向のいずれかに引かれると毛
がカットされる、請求項１に記載の剃刀カートリッジ（１０）。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００２】
　ウエットシェービングを体験中に、剃刀ブレードの刃先が皮膚を横切って引かれる結果
としてユーザの皮膚が刺激されることは珍しくない。この問題は、シェービング装置が今
日では一般的である複数の剃刀ブレードを有する場合にさらに深刻である。シェービング
における不快を軽減するために、本発明の属する技術分野の当業者が”コンフォートスト
リップ”として参照する、少量のシェービングエイドを含浸させた材料からなるストリッ
プが剃刀カートリッジに組み込まれる。剃刀がユーザの皮膚を横切って引かれると、シェ
ービングエイドはコンフォートストリップから皮膚にまつわりつく。しかしながら、皮膚
へ多量のシェービングエイドを塗布でき、あるいは、塗布されるシェービングエイドの種
類を変更できることが望ましい場合が存在する。
【０００３】
　このことは、双方向に毛をカットする構成のウエットシェーブ剃刀を使用した場合にと
りわけ当てはまる。一般的には、このような構成の剃刀は、２以上のブレードを組み込ん
でおり、その刃先は、互いに概ね反対側に位置している。このように構成されたウエット
シェービング剃刀は、概ね相反する２方向のいずれかにユーザの皮膚上で引かれることで
毛をカットできる。一枚以上のブレードがカット方向においてユーザの皮膚上で引かれる
と、他のブレードが非カット方向に皮膚上で引きずられるので、引きずり、ブレードのチ
ャタリング及び不快さの可能性が増大する。シェービング動作中のシェービングエイドを
塗布する能力は、円滑性を増加させていずれの不快さをも軽減あるいは除去する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記したことに基づいて、本発明の概括的な目的は、先行技術に関する上記の問題を改
善あるいは克服するシェービング装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の好適な一の観点では、液体状のシェービングエイドを排出可能なウエットシェ
ービング装置のためのブレードカートリッジであって、その内部に搭載されて各ブレード
組立体を受容する第１及び第２のキャビティを画定するハウジングをゆうする。中央に配
置された支持部材は、ハウジング内部領域に含まれ、第１及び第２のキャビティを区画す
る。流路は、ハウジングの上側の沿って支持部材内に配置され、少なくとも一の導管が流
路から支持部材を通じてシェービングエイドリザーバと連絡している。
【０００６】
　好適には、シェービングエイドリザーバは、シェービング装置のハンドル内に収容され
、ユーザが液体又はジェル状のシェービングエイドを流路へ供給するのを許容してシェー
ビング動作中にシェービングエイドがユーザの皮膚に塗布されるのを可能にする。ブレー
ドカートリッジの各々は、好適には、複数のブレードは、カット平面を画定すると共に、
単一のブレードを用いて可能な他の方法よりも”密着した”シェーブを提供する。流路に
は、カット平面と相互に作用するように、ユーザの皮膚に塗布可能な十分量のシェービン
グエイドが供給される。
【０００７】
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　シェービングエイドは、潤滑剤、髭の柔軟剤、化粧品、又は上記の２以上の組み合わせ
の形態でよい。好適には、ブレードの刃先に隣接して配置される。刃先が皮膚を濡らして
移動すると、シェービングエイドは、好適には、カットストロークの前方において、皮膚
に直接に塗布される。双方向にシェービングが可能なシェービング装置においては、すな
わち、互いに向かい合うブレードをもつ２つのブレード組立体を備える装置においては、
シェービングエイドが双方のブレード組立体と協働してシェービング処理の全体の効率を
改善する。そのように設計されると、シェービング装置は前進及び戻りストロークの双方
において使用でき、さらに、シェービング装置はストローク間において剃刀を皮膚に対し
て離したり再び当てたりしないで使用される。シェービングエイドは、前進のカットスト
ロークの後の皮膚を助ける利益を提供し、さらに同時に皮膚に戻りストロークの準備をさ
せる。
【０００８】
　本発明の他の観点では、ブレードカートリッジのハウジングは、ブレードカートリッジ
の両方のガイド端部の間で伸びる第１及び第２のキャビティの一部としての複数の第１の
排出流路と、ブレードカートリッジの長手方向の両端部の間で第１の排出流路の方向に対
して概ね垂直な方向に伸びる第１及び第２のキャビティの一部としての複数の第２の排出
流路とを画定しており、第２の排出流路は、キャビティ内に溜まる過剰なシェービングエ
イドを含む屑の洗浄を促す。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　図１及び図２を参照すると、本発明を具体化するブレードカートリッジは、参照符号１
０により全体が指し示されている。ブレードカートリッジ１０は、下側ハウジング部材１
４と上側ハウジング部材１６とを好適には含むハウジング１２
を有している。中央に配置された支持部材１８は、ハウジング１２内で伸びていると共に
下側ハウジング部材１４を上側ハウジング部材１６へ接続している。支持部材１８は、下
側ハウジング部材１４と上側ハウジング部材１６とにそれぞれ関係し、図３に示すように
、結合して支持部材１８を形成する下側部分２０と上側部分２２とから構成してもよい。
【００１０】
　ハウジング１２は、図１に示すように、概略矩形状を有するが、本発明の範囲から逸脱
しない範囲で、例えば、楕円や円形のような他の形状であってもよい。図示のように、ハ
ウジング１２は、第１及び第２の縦方向端部２４及び２６をそれぞれもち、同様に、第１
及び第２の横方向側部２８及び３０をそれぞれもつ。支持部材１８は、概略的には、ハウ
ジング１２に沿って第１の縦方向端部２４から第２の縦方向端部２６へ伸びていると共に
、第１及び第２の横方向側部２８及び３０の間の中央に配置されている。
【００１１】
　下側ハウジング部材１４と上側ハウジング部材１６は、協働して第１のキャビティ３２
ａと第２のキャビティ３２ｂを画定しており、図３にさらに明瞭に示されるように、支持
部材１８の相対する両側に配置されている。第１のブレード組立体３４ａと第２のブレー
ド組立体３４ｂは、それぞれ、第１及び第２のキャビティ３２ａ及び３２ｂ内に概ね弾性
的に搭載されている。第１及び第２の組立体３４ａ及び３４ｂは、概ね同じ形状をもち、
好適には、互いに同形状である。例えば、各ブレード組立体は、キャリア４０に搭載され
た第１のブレード３６と第２のブレード３８を含む。さらに、第１及び第２のブレード組
立体３４ａ及び３４ｂは、好適には、各第１及び第２のキャビティ３２ａ及び３２ｂ内に
対称的に配置され、すなわち、鏡面関係にある。このブレード組立体３４ａ及び３４ｂの
配置は、双方向のシェービング（例えば、前進及び戻りストローク方向の双方におけるシ
ェービング）を許容している。各ブレード組立体は２枚のブレードをもつものとして示さ
れているが、ブレード組立体は、本発明の範囲から逸脱しない範囲で、例えば、１，２，
３，４又は５枚のブレードのように、実用的な数のブレードをもち得ると理解すべきであ
る。
【００１２】
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　第１及び第２のブレード組立体３４ａ及び３４ｂの各々は、好適にはさらに、ハウジン
グ１２内でのブレード組立体の移動を規制する前部下側エッジ４４から外側に向けて突出
する前部隣接面４２を含む。支持部材１８は、好適には、その上側部分２２が、第１及び
第２の前進止め面４６ａ及び４６ｂを含み、こられは、第１及び第２のブレード組立体３
４ａ及び３４ｂの前部隣接面４２にそれぞれ係合してシェービングのためにブレード３６
及び３８を位置付ける。各ブレード組立体３４ａ及び３４ｂは、その下面に弾性部材（４
８の断面で図示）を備えている。弾性部材４８は、安全機能であり、他のブレード組立体
とは独立に過剰なシェービング力がブレード３６及び３８に与えられた際に、曲がること
によりブレード組立体が概ね後方に向けてハウジング１２内へ移動するのを許容する。弾
性部材４８は、さらに、過剰なシェービング力がブレードから除去された際に、復元力を
関係するブレード組立体へ供給してブレード組立体をハウジング１２との関係においてそ
の適切な位置へ復帰させる。
【００１３】
　図１に示すように、支持部材１８は、その縦方向に沿って配置された流路５０をさらに
含む。少なくとも一の導管５２が流路５０から支持部材１８を通過してハウジング１２の
下面へ伸びている。好適には、図示するように、複数の導管５２は、流路５０の長さ方向
に沿って備わっており、シェービング中のユーザの皮膚表面に塗布するために、ジェルの
ようなシェービングエイドを流路５０へ均等に分配する。動作中は、導管５２は、剃刀ハ
ンドル内に収容された流体リザーバのようなシェービングエイドの供給源と連通し、液体
又はジェル状のシェービングエイドを流路５０へ供給する。リザーバは、好適には、ユー
ザがシェービングエイドを導管５２を通じて流路５０へ供給することを許容する。このと
き、例えば、リザーバと連通すると共に剃刀ハンドルの内部又は上に配置されるポンプ機
構を用いる。流路５０から、シェービングエイドがシェービング動作中にユーザの皮膚に
塗布されてもよい。導管５２の直径、深さ及び幅は変更してもよい。一般的には、導管５
２の直径が小さいほど流路に対するシェービングエイドの供給制御を容易にする。
【００１４】
　シェービングエイドの構成、支持部材１８への適用場所、装着方法及び／又は他の内蔵
手段及び方法は、特定の要求に合致するように変更できる。図１ないし図３において示さ
れると共に述べられた実施形態は、例示のために提供されたものであり、シェービングエ
イドの代替的な設計は可能である。例えば、シェービングエイドは、液体やジェルである
必要はなく、代わりに、固体、ただし水溶性の媒体でもよい。加えて、シェービングエイ
ドは、支持部材１８に内蔵又は分散させてもよく、あるいは、支持部材１８の外側に装着
してもよい。以下に述べるように、付加的なシェービングエイドストリップがブレードカ
ートリッジ１０の他の部分に備わっていてもよい。
【００１５】
　シェービングエイドを構成する典型的な材料は、以下に示すもの、あるいは、これらの
様々な組み合わせで構成できる。
【００１６】
　シェービング装置と皮膚との間の摩擦力を減らすための潤滑剤、例えば、マイクロカプ
セル化したシリコンオイル。
【００１７】
　シェービング装置とユーザの皮膚の間の引きずりを減らす薬剤、例えば、ポリエチレン
オキシド、非イオン性のポリアクリルアミド、及び／又はグアールガムのような植物性素
材に由来する天然の多糖類。
【００１８】
　毛の化学構造を修正してブレードが毛を非常に容易に通過しやすくする薬剤、例えば、
脱毛剤。
【００１９】
　シェービング中にシェービング装置から髭と皮膚の屑が容易に洗浄されるようにする洗
浄薬剤、例えば、シリコンポリエチレンオキシド系ブロック共重合体や、ラウリル硫酸ナ
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トリウム等の洗浄剤。
【００２０】
　殺菌、あるいは、皮膚のダメージ及び擦り傷を修復するための医用薬剤。
【００２１】
　肌の柔軟化、スムーズ化、調整、あるいは、改善のための化粧用薬剤。
【００２２】
　切り傷により生じる出血を抑えるための血液凝固剤。
【００２３】
　図１及び図３に示す第１及び第２のブレード組立体３４ａ及び３４ｂを参照すると、各
ブレード組立体上の第１及び第２のブレード３６及び３８は、それぞれ互いに略平行な刃
先５４及び５６をもつ。キャリア４０に搭載されると、第１及び第２のブレード３６及び
３８は、ブレード３６及び３８の間に介在しブレード３６及び３８に沿って配列された一
又は複数のスペーサ５８により互いに隔てられている。図３に最も良く示されているよう
に、第１及び第２のブレード組立体３４ａ及び３４ｂは、それぞれ第１及び第２のキャビ
ティ３２ａ及び３２ｂ内に搭載され、第１のブレード組立体３４ａの刃先５４及び５６は
、第２のブレード組立体３４ｂの刃先５４及び５６に概ね対向している。また、ブレード
３６及び３８の平面は、シェービング平面６０あるいはユーザの皮膚と接触する平面に対
して僅かに傾斜している。ブレードの刃先５４及び５６は、弛緩位置において、わずかに
シェービング平面６０を越えて皮膚を傷つけたりダメージを与えることなくユーザの皮膚
から毛を切るために、刃先５４及び５６を突出させるのに十分な距離だけ伸長している。
好適には、流路５０は、シェービングエイドで少なくともシェービング平面６０のレベル
まで満たされ、シェービングエイドはシェービング中皮膚に塗布される。流路５０の中央
位置に配置されるため、第１及び第２のブレード３６及び３８の刃先５４及び５６との干
渉がない。
【００２４】
　また、支持部材１８は、自身から上方に向けてシェービング平面６０内へ突出するゴム
状部材（図示せず）を有し、このゴム状部材は、皮膚の伸長を助け、シェービングにおけ
る密着性を改善する。ゴム状部材は、流路５０に付加して配置され、シェービングエイド
を伸長された皮膚に塗布するのを助ける。
【００２５】
　上側ハウジング部材１６は、それぞれ第１及び第２の側面２８及び３０に沿った第１及
び第２のエンドキャップ６２及び６４を有していてもよく、これらはそれぞれが第１及び
第２のブレード組立体３４ａ及び３４ｂをガードする。また、上側ハウジング部材１６は
、第１及び第２のキャップ６２及び６４の上方にそれぞれ配置された第１及び第２のサイ
ドシェービングエイド６６及び６８を有し、シェービングエイドを流路を通じて分配され
るのと同様に塗布する。このように設計されることにより、第１及び第２のサイドシェー
ビングエイド６６及び６８は、流路５０の中心に配置されたシェービングエイドと共に働
く。
【００２６】
　好適には、下側ハウジング部材１４及び上側ハウジング部材１６は、第１及び第２のキ
ャビティ３２ａ及び３２ｂの一部としての複数の第１の排出流路７０を協働して画定して
いる。第１の排出流路７０は、概ねブレードカートリッジ１０の第１の側面２８と第２の
側面３０との間で伸長しており、キャビティ３２ａ及び３２ｂ内に溜まった屑の流出を促
す。また、第１の排出流路７０は、流路５０からのシェービングエイドのオーバフローの
除去を容易にし、このオーバフローは、過剰のシェービングエイドがリザーバから供給さ
れると生じ得る。オーバフローシェービングエイドは、概ね、第１及び第２のキャビティ
３２ａ及び３２ｂへ第１及び第２のブレード３６及び３８の間を通じて押し込まれる。下
側ハウジング部材１４は、好適には、複数の第２の排出流路７２をさらに画定しており、
この排出流路７２は、ブレードカートリッジ１０の第１の長手方向の端部２４と第２の長
手方向の端部２６との間で第１の排出流路７０の方向に対して通常的な方向に概ね伸びて
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いる。第２の排出流路７２は、流路５０からのオーバフローシェービングエイドと同様に
、キャビティ３２ａ及び３２ｂからの屑の流出をさらに促すように作用する。
【００２７】
　本発明の上記実施形態は、図解及び説明の目的のために提示されたが、開示された形態
に全てが包括される、あるいは、限定することを意図しているわけではい。本発明の技術
分野の当業者にとって明らかなように、本発明のより広い観点から逸脱することなく、上
述した実施形態に対する種々の変更及び修整が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】図１は、互いに対向する位置関係にある２つのブレード組立体を有するブレード
カートリッジの上方からの斜視図である。
【図２】図２は、ブレード組立体が取り外された状態の図１のブレードカートリッジの底
面からの斜視図である。
【図３】図３は、図１におけるＡ－Ａ線に沿った図１のブレードカートリッジの断面図で
ある。

【図１】 【図２】
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